
会長あいさつ

千葉ウィスコンシン協会
会長　茂木 友三郎

令和５年最初のＣＷＡ ＮＥＷＳの発刊に当たりご挨拶

申し上げます。

　日頃より千葉ウィスコンシン協会の交流事業等に格別

のご理解・ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、平成２年に千葉県とウィスコンシン州が姉妹県州

の提携をし、その後、当協会が千葉県側の交流窓口と

なってから今年で19年目になります。

　この間、県が築いた友好関係を更に発展させるべく、

幅広い分野で民間レベルの活動を展開してきたことで、

地域に根ざした交流の輪が着実に広がり深まってきております。

　また、平成21年の新型インフルエンザや平成23年の東日本大震災で友好使節団の派

遣受入れ事業が中断することもありましたが、関係各位のご尽力により交流を続けてまいり

ました。

　昨年12月にはウィスコンシン州の関係者にもこれまでの交流の軌跡をたどっていただけ

るよう、姉妹提携30周年記念誌の英語版を発行しました。

　また、令和２年以降実施を見送っていた会員交流会や食文化交流会を制限付きながら

新型コロナウイルス感染症の感染対策を十分に講じた上で開催し、対面での交流の良さ

を味わうことができました。

　今年は、３年前に予定していたウィスコンシン州友好使節団受入を実施すべく準備を進

めておりますが、実施に当たっては新型コロナウイルスの感染状況等を注視しつつ、県や

ウィスコンシン千葉委員会をはじめとする関係団体と連携して対応してまいります。

　また、他の交流事業も今できることを着実に実施してまいります。

　今後ともウィスコンシン州の皆様に千葉県の良さや県民の素晴らしさをご理解いただけ

るよう、交流の輪を一層広げ、友好を深めていきたいと思います。

　結びに、当協会の交流事業等につきまして、今後とも当協会の役員、会員をはじめとす

る皆様方のより一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、挨拶といたします。
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　新任ALT歓迎会が10月２日千葉市蘇我コミュニティセンター『大広間』で開催されました。出席者はコ
ロナ禍ということもあり、今年も浅沼昭夫運営委員の社中６名の協力により、新任ALT７名と運営委員等
14名です。和楽器体験は昨年に引き続き２回目の試みですが、浅沼社中の皆さんのお陰で参加者全員
がとても楽しく盛り上がったイベントになりました。
　午後２時、浅沼社中による『It’s A Small World』の歌と演奏で始まり、森山委員長挨拶、参加者紹介
と続きました。
　昨年同様、浅沼社中の皆さんによる指導のもと『上を向いて歩こう』『幸せなら手をたたこう』『散歩』を
ALTが太鼓と三味線と尺八の３グループに分かれ和楽器演奏を体験します。ALTはすべての楽器を体
験できるよう、曲目ごとに別の楽器に移ることにしているのですが、三味線を弾いたあるグループの息の
合った演奏ぶりに浅沼社中の方が驚いて、２回繰り返していたことが印象に残りました。また、昨年の経験
を活かし浅沼社中の皆さんが要領よくポイントを押さえた指導をしていたのも目につきました。

　その後が新たなプログラムで、花笠音頭を全員が手拍子で歌い会場内が盛り上がった後、浅沼社中
の皆さんの指導でALT全員と有志が輪になって東京音頭を踊り、まるで夏祭りの盆踊り大会のような熱
気に包まれました。ALTの皆さんに日本の文化を味わってもらう絶好の機会になったと思います。
　こうしたくつろいだ雰囲気の中で行われたALTの方々による自己紹介において座が大いに盛り上がり、
ALTの皆さんがこの場を心から楽しんでいるように感じられました。最後に全員で記念撮影をして終了し
ました。
※この動画はCWAホームページ（https://chiba-wisconsin.net/）で公開中

新任ALT2022の皆さんを　和楽器でWelcome！

和楽器を体験したあとは盆踊りの雰囲気を存分に楽しみました！！！
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　2022年11月27日（日）に「日米一緒に食文化交流!～サンクスギビング＆日本の実り～」が行われました。ウィ
スコンシン州出身のALTとの食文化交流は3年ぶりの開催ですが、コロナ禍による会場の人数制限もあり、運
営委員のみで実施されました。
　当日は穏やかな小春日和に恵まれ、ALT８人と運営委員など22人が会場の千葉市生涯学習センターに集
合。この施設はJR千葉駅から徒歩8分ほどと近く、センター内の食文化研究室には大型オーブンといった調理
器具や食器も完備されています。
　運営委員は開館と同時に入室しすぐに食材や太巻き祭り寿司の下準備です。10時半には参加者全員がエプ
ロン姿に頭にバンダナを身に着け、5班に分かれて調理に取り掛かりました。A班はローストターキーとマッシュポテ
ト、B班はサラダとスープ、C班は太巻き祭り寿司体験で指導は千葉伝統郷土料理研究会の峯岸さんと運営委員
でもある三橋さんのお二人です。D班はグリーンキャセロールとターキー用のソース2種、E班はアップルサイダーと
シナモンアップルと充実したメニューです。参加者は分量を量ったり火加減の調整や出来上がり具合のチェック、
太巻き寿司にトライするALTは指導者から丁寧に指導を受けるなど、マスクをしていても会話が弾みます。また、
動画担当の笹生委員は、参加者に「美味しそうですね～」などと気軽に声掛けかけつつビデオ撮影に励みます。

　

　12時にはローストターキーが見事に焼き上がり、おいしそうな匂いにおなかが鳴ります。太巻き寿司のパ
ンダや桃の花が彩を添え、アップルサイダーのスパイシーな香り、デザートのシナモンアップルにはたっぷりの
アイスクリームが添えられるなど、どれも美味で皆は大満足でした。
　食後はテーブルごとに全員の自己紹介です。スピーチが進む中、サンクスギビングの過ごし方を「家族
が集まりおなか一杯ごちそうを食べる日」だと話してくれたALT、ご先祖がメイフラワー号でアメリカ大陸に
渡ってきたというALTなど、歴史を感じるお話もあり、和気あいあいとした雰囲気に包まれました。
　コロナ禍の影響でALTとの交流は今回も運営委員に限られたことが心残りです。コロナ禍が収束し、
会員の皆様にご参加いただける日が一日も早く来ることを願っています。
※この動画はCWAホームページ（https://chiba-wisconsin.net/）で公開中

サンクスギビングで食文化交流

全員で作った料理はとても美味しく楽しかったです！！！
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　今年度はコロナ禍で人数制限という制約はあるものの、交流会を

はじめ新任ALT歓迎会、食文化交流会を開催し、対面ならではの醍

醐味や楽しさを存分に味わうことができました。新年度もコロナの影

響が続きますが、会員の皆様にも対面の良さを味わっていただき、共

に感動する機会を設けられるよう取組んでまいります。

　令和５年度の理事会及び総会・交流会
については、下記のとおり予定しています。
　なお、会員の皆様には、総会等の開催
内容について郵便によりお知らせします。

ＣＷＡに入会してみませんか

　千葉ウィスコンシン協会では、毎年ウィスコンシン州
との姉妹交流事業を実施しているほか、イベントへの
出展、ウィスコンシン州出身のＡＬＴ（外国語指導助
手）を交えた会員等交流事業などを行っています。ご
興味のある方は、下記にお問い合わせください。
　　電話.０４３‒２２３‒２３９４
　　（千葉県総合企画部国際課内）
　　メール  kokusaig2@mz.pref.chiba.lg.jp

ＣＷＡからのお知らせ

令和５年度　理事会
　５月23日（火）ホテルポートプラザちば
令和５年度　総会・交流会
　６月18日（日）ホテルプラザ菜の花
　　総　会：11時から
　　交流会：12時から

ウィスコンシン州出身のＡＬＴを紹介します！
県内の学校には多くのウィスコンシン州出身のＡＬＴが活躍しています。

　ＡＬＴとは、A s s i s t a n t 
Language Teacherの略で、
外国語を母国語とする外国語
指導助手をいいます。
現在県内の小・中・高等学
校には、英語力の向上や国際
理解を深めるため多くのＡＬＴ
が配置されています。そのうち
ウィスコンシン州出身のＡＬＴを
紹介します。

Joseph Simurdiak
Alexis Lipkie
Tyler Jossart
Aaron Van Den Elzen
Drew Downie
Lindsay Davenport
Nathaniel English
Liz Xiong
Matt Vosters　　　
Ben Alden　　　　
Daryan Schultz　
Grant Koyama
Clara Fujino　　

Carly Rowley　

県立流山おおたかの森高等学校
県立安房高等学校
県立松戸国際高等学校
県立松戸国際高等学校
県立松戸国際高等学校
県立松戸国際高等学校
県立柏井高等学校
県立土気高等学校、千城台高等学校
県立松尾高等学校
県立匝瑳高等学校
県立東金高等学校
大網白里市立大網中学校
いすみ市立岬中学校、長者小学校、
中根小学校、大原小学校
いすみ市立大原中学校、長者小学校、
大原小学校

Maximilian Gumble
Josie Anderson
JulieMae Engelmann
Libby Sattler　　　　
Hanna Nam　
Josephine Kirkland

Alexie Bollman
Grace Burzinski

県教育庁WI-ALT Program　Cooｒdinator
県立佐倉高等学校
県立流山おおたかの森高等学校
県立成田国際高等学校
県立成田国際高等学校
旭市立第二中学校、干潟小学校、
共和小学校
県立千葉南高等学校
県立千葉東高等学校

後列左から

前列左から

James Aguilo Ramos 県立君津高等学校

顔写真

【訃報】 大浦京子運営委員におかれましては、会員等交流事業部会長としてご活躍いただいたところですが、
　　　 令和４年12月15日、ご逝去されました。これまでのご貢献に感謝するとともに謹んでご冥福をお祈りいたします。

写真で参加者全員がとっているポーズは、ウィスコンシン大学の定番ポーズ「ウィスコンシンのW」です。
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